
１ 「政治」分野における資質・能力の系統 ２．生徒の実態と指導観

３ 単元目標

４ 社会的な見方・考え方

５ 目指す生徒の姿

６ 単元の評価規準

７ 単元計画（プロセス）【全11時間】

南国市立香長中学校 社会科学習指導案 第３学年「憲法が保障する基本的人権」 授業者：西岡 弘華 令和元年１０月４日（金）

小

学

校

知識及び
技能

現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本理念である国民主権の考え方
と深く関わっていること、そのことは私たちの日常生活とも関連があること
などを基に、日本国憲法と国民生活との関連について理解する力。

【生徒の実態】

生徒は、１学期に歴史的分野の「現代の日本と世界」において、第二次世界大戦

から冷戦の終結ごろまでを我が国の現代の特色を世界の動きとの関連に着目して

学習してきた。その定着状況として、知識・理解については、ある程度、定着が見

られるものの思考・判断・表現については十分とはいえない。そして、公民的分野

に入り、私たちが生きる現代社会の特色や現代社会を捉える枠組みを学習し、現代

日本の特色として少子高齢化、情報化、グローバル化などがみられることや現代社

会における文化の意義や影響、現代社会の見方・考え方の基礎について学習してき

た。そのうえで、人権思想の歴史や日本国憲法の基本的な考え方を学んでいる。

公民的分野の学習を始める前に事前アンケートを実施したところ、「社会の学習

が好き」では、あてはまる・ややあてはまると答えた生徒は97％と高く、興味や関
心の高いクラスであることが分かる。また、「ペアや学習班で意見を共有することが

好き」は94％と高く、友達の意見を聞き、思考を深めようとする生徒が多い。しか
し、これから学ぶ公民的分野の学習について、38％の生徒が「興味がない。なんか
堅苦しい。難しそう。歴史の方が好きで、今の政治がそんなによく分からない。」と

の意見があがり、抵抗感を持っている生徒が多く、興味や関心も低いことが分かっ

た。そして、実生活に生かしている生徒が少ないことが課題である。

【指導観】

そこで、本単元では、日本国憲法で保障されている基本的人権を日常生活と関連

付けて考えさせ、問いを持たせることで、生徒にとって自分事にすることで付けた

い力の育成を目指していく。

現在の日本においては、日本国憲法で基本的人権が保障されていることを背景に

して、国民にとって安心・安全な社会が保たれている。しかし、日本国憲法が施行

されて72年。社会の在り方が急速に変化している中で、現在・未来において本当
に基本的人権は保障されているのかという問いを単元全体を通して生徒に持たせ

たい。その過程として、自由権・平等権・社会権に関して、身近で具体的な事例を

取り上げて学ばせていく。そうすることで憲法について、自分たちの日常生活の土

台であり身近なものとして生徒に実感させるとともに、これからの未来を考える一

助とする。

そして、これから到来する未来をＡＩ（人工知能）が今以上に人間の生活に深く

浸透した社会という観点から見ることで、生徒たちがさまざまな変化に積極的に向

き合い、よりよい社会の構築に向けて、どのような法律や権利が必要になるのか考

えさせる。その中で、いくつかの事例をもとに、自分事として考えさせながら、複

数の立場や意見を踏まえて根拠に基づき公正に判断する力を身に付けさせたい。

思考力・
判断力・
表現力等

日本国憲法に定められた基本的人権の尊重、国民主権、平和主義の原則、天
皇の地位、国民の権利と義務などの基本的な考え方について、関連する条文な
どを根拠に調べ、その調べたことを手掛かりに我が国の民主政治を捉えるこ
とができる力。

学びに向
かう力、
人間性等

我が国の政治についての理解を踏まえて、国家及び社会の一員としての自
覚をもつとともに、主権者として将来にわたって我が国の政治に関わろうと
する意識や、社会の担い手として平和で民主的な国家及び社会を築き上げよ
うとする態度。

中

学

校

知識及び
技能

民主主義は、個人の尊重あるいは個人の尊厳を基礎とし、すべての国民の自
由と平等が確保されて実現するものであることについて理解する力。
国会を中心とする我が国の民主政治の仕組みのあらましや政党の役割、議
会制民主主義の意義、多数決の原理とその運用の在り方について理解する力。

思考力・
判断力・
表現力等

日本国憲法に定められている基本的人権や、社会の変化に伴って生まれた
新しい人権について、多面的・多角的に考察し、国民主権を担う公民として民
主主義への理解を深め、現代社会に見られる課題について公正に判断する力。
民主政治の推進と、公正な世論の形成や選挙など国民の政治参加との関連
について多面的・多角的に考察、構想し、表現する力。

学びに向
かう力、
人間性等

人間の尊重についての考え方や日本国憲法の基本的原則などについて、現
代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする態度。

高

校

知識及び
技能

法や規範の意義及び役割、多様な契約及び消費者の権利と責任、司法参加の
意義などに関わる現実社会の事柄や課題を基に、憲法の下、適正な手続きに則
り、法や規範に基づいて各人の意見や利害を公平・公正に調整し、個人や社会
の紛争を調整、解決することなどを通して、権利や自由が保障、実現され、社
会の秩序が形成、維持されていくことについて理解する力。
現実社会の諸課題に関わる諸資料から、自立した主体として活動するため
に必要な情報を適切かつ効果的に収集し、読み取り、まとめる力。

思考力・
判断力・
表現力等

法、政治及び経済などの側面を関連させ、自立した主体として解決が求めら
れる具体的な主題を設定し、合意形成や社会参画を視野に入れながら、その主
題の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想したりしたことを、論
拠をもって表現する力。

学びに向
かう力、
人間性等

現代の諸課題について主体的に追究して、課題を意欲的に解決しようとす
る態度やよりよい社会の実現に向けて、多面的・多角的に考察・構想したこと
を社会生活に生かそうとする態度。

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の支配、民主主義などに着目して、課題を追究したり解決したりする活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
【知識及び技能】
（ア） 人間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深め、法の意義を理解すること。
（イ） 民主的な社会生活を営むためには、法に基づく政治が大切であることを理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア） 我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義について多面的・多角的に考察し、表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間の尊重についての考え方や日本国憲法の基本的原則などについて、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする態度を養うとともに、多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについ
ての自覚などを深める。

社会的事象を政治にかかわる多様な視点（対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の支配、民主主義など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・

判断に資する概念や理論などと関連付けている。

日本国憲法に定められている基本的人権や、社会の変化に伴って生まれた新しい人権について、多面的・多角的に考察し、国民主権を担う公民として民主主義への理解を深め、現代

社会に見られる課題について公正に判断する力を身に付けている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

人間の尊重についての考え方を、基本的人権を

中心に深め、法の意義を理解している。また、民

主的な社会生活を営むためには、法に基づく政治

が大切であることを理解している。

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の支配、民主主義などに着目して、我

が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義について多面的・多角

的に考察したり、現代社会に見られる課題について公正に判断したり、思考・判断

したことを説明したり、それらを基に議論したりしている。

人間の尊重についての考え方や日本国憲法

の基本的原則などについて、現代社会に見られ

る課題の解決を視野に主体的に社会に関わろ

うとしている。

◎単元を貫く課題

□社会的な見方・考え方
学習内容

○身に付けたい力

☆身に付けたい語句

１
時
間

○単元を貫く課題を捉える（１時間） ○時代ごとにおける社
会の在り方を、人々の生
活は安心・安全であるか
に着目して捉えること
で、基本的人権によって
安心・安全な生活が保障
されている。今後も基本
的人権が保障される社
会を築くためにはどの
ような法律や権利が必
要なのか考えようとし
ている。

導入

戦時中・戦後・

現在・未来の写

真を見て、人々

の生活の特徴を

つかむ。

めあて

人々が安心・安

全で生活を送る

には、何が必要

なのだろう。

展開

① 各時代の人々の生活の安心・安全はどういうことであるの

かを見つけ出す。

② どの時代が安心・安全に生活できる？

③ 戦時中と戦後・現在・未来ではあきらかに違うこと→戦争
今はなぜないのか？憲法があるから。

④ 私たちの権利である基本的人権は憲法で保障されており、

憲法を守ることで安心・安全な生活が送ることができる。

⑤ 現在の社会で基本的人権は本当に保障されているのだろう

か？（新しい権利にも触れる）未来はどうなのか？（単元

を貫く課題にせまる）

⑥ あなたにとって安心・安全な生活とは何か？

まとめ

人々の生活と

は、その時代の

背景によって左

右される。人々

が安心・安全な

生活を送るため

には基本的人権

が尊重されるこ

とが大切であ

る。

□時代ごとにおける社

会の在り方として、個

人の尊重と法の支配に

着目して人々の生活は

安心・安全であるか、

今後も安心・安全な社

会を築くためには、何

が必要なのかを考え

る。

◎
基
本
的
人
権
は
、
現
在
・
未
来
に
お
い
て
本
当
に
保
障
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

⑥で出される意見

家があること（社会）家族が家にいること。病気になっても病院がある（社会）何かあったら相談できる相手がいる。今と同じ仕事がある（自由）災害が起きても対応してくれる

（平等、社会）何かあったときの保障がきちんとある（社会）ルールがある（全部）室内で、ゆっくりごはんが食べられる（社会）勉強ができる（自由）



◎単元を貫く課題

□社会的な見方・考え方
学習内容

○身に付けたい力

☆身に付けたい語句

６
時
間

○憲法で保障されている基本的人権

（６時間）

○日本国憲法が施行さ
れて72年。その憲法か
ら基本的人権がどのよ
うに定められているの
かを、私たちの生活と関
連付けて身近に感じる
ことができる。

☆精神活動の自由（思
想・良心の自由、信教の
自由、集会・結社・表現
の自由、通信の秘密、学
問の自由）
生命・身体の自由（奴隷
的拘束及び苦役からの
自由、法定の手続きによ
らなければ、逮捕された
り処罰されたりしない
自由）経済活動の自由
（居住・移転・職業選択
の自由、財産権の不可
侵）

☆法の下の平等、平等
権、女子差別撤廃条約、
男女雇用機会均等法、男
女共同参画社会基本法、
障がい者基本法、アイヌ
文化振興法

☆社会権、生存権（第２
５条）、介護保険制度、教
育を受ける権利、勤労の
権利、団結権、団体交渉
権、団体行動権、労働基
本権、労働三法

４
時
間

○基本的人権を守るために 自由と権利を守るために（１時間） ○基本的人権を守るた

めに必要な権利や行動

を知り、自分たちができ

ることを考えようとし

ている。

☆参政権、選挙権、請願

権、請求権、刑事補償請

求権

☆国際人権規約、女子差

別撤廃条約、子どもの権

利条約、ＮＧＯ（非政府

組織）、公共の福祉、普通

教育を受けさせる義務、

勤労の義務、納税の義務

○人権侵害のない世界に （１時間）

○新しい権利（２時間） ≪ 本時 ２／２ ≫ ○今ある権利を知って、

未来を予測してこれか

らの社会に必要な権利

を考えようとしている。

☆情報公開制度、プライ

バシーの権利、個人情報

保護法、自己決定権

展開（１／２）

① 写真より社会の変化を読み取らせ、日本国憲法ができて

72年。社会の変化によって新しい権利ができていること
を知る。

② Society5.0を見て、ＡＩ技術のメリットを話し合う。
③ 課題を提示し、自動運転システムの説明をする。

課題

『校門前で信号待ちをしている中学生に、車（レベル５の完

全自動運転）が激突して、中学生はケガをしてしまいまし

た。誰の責任でしょうか。』

④ 誰に責任があるのか、個人の考えを書く。

展開（２／２）

① 同じ意見の者同士でグループ分けをする。

② 必要な資料を選択し、責任の所在の根拠を話し合う。

③ 全体共有をして、個人の考えの変容を再度記入する。

④ 班で再思考し、考えを深める。→変容を共有する。
⑤ 意見が一つにまとまらない→意見をまとめる必要がある
→法やルールを作る。（この上で国や地方公共団体に責任が

求められる。）

まとめ

これからの急速

に変化していく

現代社会におい

て、人々が安全

で安心して暮ら

すためには、新

たなルールや法

の整備が必要で

ある。また、こ

れまで学習して

きた基本的人権

を尊重し、守っ

ていくことで保

障されていく。

導入

戦時中・戦後・

現在・未来の写

真を見て、戦後

と現在の社会の

変化を見る。

めあて

これからの社会

生活を安全で安

心して暮らすた

めには何が必要

だろうか。ま

た、あなただっ

たらどのように

していくか。

展開

導入で考えた例は、どの

権利なのか考えよう。

違う例をもとに、Ａさん

の人権は優先される？さ

れない？どちらか考えよ

う。

まとめ

人権の保障を世界に広

げるために、自分に何

ができるかを考えよ

う。

展開

○国連を中心として国際社会に人

権を保障する考え方が広がってい

ることを理解する。

○国際的な人権保障の広がりが日

本国内の人権保障にも影響を与え

ていることを理解する。

まとめ

裁判を受ける権利をはじめとする「人

権を守るための権利」が保障されてい

ることを確認し、権利を侵害されたと

感じた場合には、行使をためらわない

ことが人権を守ることにつながる。

人権の制限には慎重になる必要があ

り、個別の事例ごとに議論が必要であ

る。

導入

問題を解決するために、中学生

がすぐにできることはどんなこ

とだろう。

めあて

これまで学習してきた人権を保

障するためには、どのようなも

のがあり、人権が制限されるの

はどのような場合だろう。

導入

誰のどのような人権が侵害された

のかを考えよう。

めあて

人権が世界の共通の基準になるな

かで、よりよい世界をつくるため

には何が必要だろう。

□日本国憲法で保障されて
いる基本的人権を守るため

に必要な権利を、日常生活

の対立と合意に着目して、

人権が制限される場合には

何を大切にしているのかを

考える。

□人権が世界の共通の基準に
なってきていることを、事例

を通して対立と合意に着目し

て、日本と世界の人権をめぐ

る課題を関連付けることで、

自分たちに何ができるのかを

考える。

□これから起こる未来

（ＡＩの社会）を科学技

術の進歩について対立と

合意、民主主義に着目し

て予測し、日本国憲法を

基にして、今後新たに必

要になる法律や権利とは

どのようなものか考え

る。

◎
基
本
的
人
権
は
、
現
在
・
未
来
に
お
い
て
本
当
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

□日本国憲法で保障されてい
る基本的人権を、日常生活に

おける具体的な事例を挙げな

がら対立や合意、個人の尊重

と法の支配に着目して捉え、

その権利が保障される理由に

ついて、現代社会の課題と関

連付けて考える。
【自由権】

導入 自分たちに認められて

いる自由とは何？

めあて自分たちに認められて

いる自由とは何によって保障

されているだろう。

展開 ３つの自由について理

解をする。

課題 自分たちに認められて

いる自由は、３つの権利のう

ちどれに当てはまるのだろ

う。

まとめ 自分たちに認められ

ている自由は憲法によって保

障されている。しかし経済活

動の自由は他の自由に比べ法

律で広く制限されている。

【平等権】

導入 社会的に弱い立場にお

かれるのはどんな人だろう？

めあて 平等権とはどのよう

な権利だろう。

展開 憲法が保障している権

利を知る。

課題 社会にはどのような差

別が残っているのだろう。

まとめ 平等権とは、大人も

子どもも高齢者も障がい者も

外国人も、誰もが安心して生

活するために必要な権利であ

る。

【社会権】

導入 社会権とはどのような

権利だと考える？

めあて 日本国憲法で保障さ

れている社会権とはなんだろ

う。

展開 憲法が保障している権

利を知る。

課題 健康で文化的な最低限

度の生活とはどのような生活

だろう。

まとめ 第25条で保障されて
いる「健康で文化的な最低限

度の生活」とは、人間として

生きがいがあったり、生きる

喜びを感じたりしながら生活

することである。そのため教

育を受けたり、働いたりする

権利も社会権で保障されてい

る。

【生徒の問い】

なりたい仕事に就くこ

とができるだろうか？

【生徒の問い】

超少子高齢社会の中

で、高齢者の立場はど

うなる？

【生徒の問い】

今の生活がこのまま

続くのだろうか？

【生徒の問い】

未来ＡＩが登場し、職業

が選択できなくなる？

【生徒の問い】

未来南国市を誰にでも優し

い社会につくりかえるなら何

が必要？

【生徒の問い】

未来自分らしく生きられる

社会とは？

【生徒の問い】 未来人権を守るために自分たちがしなければならないことは？

【生徒の問い】 未来世界で共通して大切にしなければならない人権は？

【生徒の問い】 未来 ２０年後の社会では、どのような権利が必要となってくるのだろうか？


